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京都産業大学創立 50 周年を記念して、2015 年 7 月 25 日、廣池学園内の廣池千九郎記念講堂にて、






















































































本日のシンポジウムは、7 月 25 日に麗澤大学の廣池千九郎記念講堂で、「若泉敬先生の再発見～沖
縄返還交渉と日本の未来～」と題して開催いたしました今年度第 1 回の開催に続きまして、同じ問題







古形の P 音を保持しております。例えば「花 [hana]」は、琉球方言では [pana] となります。また「船
[hune]」は [puni] となって、同様に P 音が保持されています。こういう古い特徴が沖縄の方言には
残っています。
この古い P 音については、以前に使い捨てカイロの「金鳥どんと」の CM に、桂文珍と西川のり
おが縄文人に扮して、「ちゃっぷいちゃっぷい、どんと ぽっちぃ」と言う場面がありました。恐らく
もう 30 年くらい前になりますから皆さんは覚えておられないかもしれませんが、「ちゃっぷいちゃっ
ぷい、どんと ぽっちぃ」の「ぽっちぃ」は「ほしい」の「ほ [ho]」を「ぽ [po]」でもって、つまり古
代の日本語の音形でもって CM されたものであります。この一文は「寒い寒い、どんとがほしい。」
という意味なのです。
また琉球方言の言語的な改新では、日本語の 5 つの母音 [a,i,u,e,o] の中のエ [e] がイ [i] に、オ [o]
がウ [u] に変化して 3 母音体系 [a,i,u] になっています。例えば、「船 [hune]」が [puni]、「雲 [kumo]」




言語学的には、本土の日本語と琉球方言の間には、すでに挙げましたような、母音の [e] と [o] が琉





























































































































































































































































































































































































す。アーネスト・ゲルナーはこういった言い方をしている。人には目が 2 つあって、耳が 2 つあって、






























































































































































































































































































































ひとつの記事をご紹介させていただきます。1956 年 7 月 25 日に出版された The Christian Century





































































1609 年の薩摩侵攻から、1872 年からの琉球処分、1952 年のサンフランシスコ講和条約、それから日
本復帰後の沖縄の状況。日本国土の 0.6％の沖縄の土地に 74％の在日米軍基地があること。5 万人の
















のは、翁長知事が今年（2015 年）9 月 22 日の国連人権理事会で行った 2 分間のスピーチです。そ
こでどういうことが言われたかというと、基地問題に関連して「沖縄の人々の自己決定権がないが
しろにされている」、と。「沖縄の人々の自己決定権」、これは、英文では「Okinawans’ right to self-
determination」です。Self-determination は、国際法の教科書にもよく書いてありますが、国際法では






















































































































今、私の手元の時計で 43 分なんですけれども、5 分押しというふうに見まして、本来 40 分スター




































































岩本　私が一番ドキッとしたのは、「必要は法律を知らない（Necessity has no law.）」という言葉
です。国際法の格言でも、「法は事実から生まれる（The law arises from the facts.）」とか、「権利は不



































































































































































































































































ティティというのは誰もが持っているんです。それだから、例えば紹介するときに、4 年生とか 3 年










































































































はどうしてかといったら、国連加盟国の中で 40 カ国ぐらい 140 万人以下の国があるし、それは全部
島嶼国だから。





























































それを言った途端に疎外されて、別のものになってしまう。それは X なの。X なるものがある限り、
日本と沖縄は一緒にやっていけるということだと思うんです。それで明らかにこれは違う文化である
ということで、異質なものが日本の中に入っているという。例えば選挙に行ったらわかるわけ。公職
























































































































































































際社会が流動化してハッピーになるかなと思っていたら、2001 年に 9.11 同時多発テロ事件が起こった。
世界は、国際テロ時代に入ってきました。いつかは、日本も国際テロの深刻な影響を受けるだろうと
思います。そういった国際情勢の中で、日本国民全体が自国の安全保障について現実的に議論すべき
であるというのが、私のスタンスです。どこの立場がいいかというのは、ここでは差し控えさせてい
ただきたいと思います。
司会　それでは、佐藤先生、いかがでしょうか。
佐藤　私は人権問題だとか国内政治に関しては、どちらかというと日本の標準よりはハト派だと思
います。ところが、安全保障政策に関しては日本の標準的なところからいうとかなりタカ派なんで
す。それはどうしてかというと、外務省にいたということだけではなくて、ソ連という国を相手にし
て、その後もロシアを相手にしているから、だからどうしてもこれは私の限界なんだけれども、現下
国際的な緊張プラス、アメリカの外交政策全体を考慮したところにおいて、日米同盟というのは必要
不可欠だと思う。しかもむしろ強化していく必要があると思います。例えば電子的な分野においても、
日本は準天頂図衛星をちゃんと打ち上げて、衛星でももっと情報を日本で独自に取れるようにしてア
メリカとやりとりする。それから潜水艦にしても、オーストラリアとの関係を強化するために、そう
りゅう級の潜水艦を輸出するということは、むしろ安倍政権のアベノミクスの成長戦略の中心に据え
てほしいと思う。それぐらいのところにおいて国防力を強化する必要があると思う。ただし、沖縄の
基地というのは民主的な手続を一切経てないんです。原発とは違うんです。原発が設置されている道
県の首長、議会、それから設置する自治体の首長、議会、隣接自治体の議会、首長の全部の了解を
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とっているわけです、民主的な手続を経て。沖縄の基地というのはそうではなくて、戦時中に住民が
強制移住させられているときに、住民が難民化させられているときに接収されたのはハーグ陸戦法規
違反なんですよ。その後、基地も銃剣とブルドーザーで拡大されてきた、そういう経緯があるわけ。
それなんだけれども、今の状況の中においてこれをすぐに動かすということはできない。これは現実
的にできない。そこは私はそう考えます。
沖縄の基地というのはすごく脆弱なんです。どうしてかというと、水は全部民間水道に頼っている
んだから。嘉手納にしたって、普天間にしたって、水道さえとめてしまえば、兵器を全部洗えなくな
るから。ということは、水道をとめようと思えばできるんだけれども、そのライフラインはずっと沖
縄はとめていない。その意味においては、不当な形でつくられた基地なんだけれども、基地機能が麻
痺するようなことはせずに沖縄は最大限協力している。自分たちが弱い立場だからということだけ
じゃなくて、安全保障上、沖縄が果たす役割があるという説明に対して一定のところはやはり沖縄の
エリートは納得している。これが実態です。ただ、明示的には言わない。あくまでもそれは不当につ
くられた基地だから反対だという建前を崩さない。
辺野古について、そもそも名護への移設を決めたのは鈴木宗男さんだった。以前からさとうきび価
格の交渉で鈴木さんは沖縄側に立って努力していた。その絡みで比嘉鉄也（元名護市長）との関係も
できた。それから、鈴木宗男さんは県道 104 号線沿いの実弾演習を唯一矢臼別に引き受けたんだか
ら。そういう鈴木さんの対応を見る中において、比嘉鉄也が自分が辞めるかわりに名護市に引き受け
ましょうと言った。そのときはキャンプシュワブの中の滑走路を 500 メートル延長して、軍民共用空
港にした上で 10 年で返還する、こういう約束で名護への移設に合意したわけです。基地の中の移設
だから、これは日米安保条約上、沖縄県の許認可権も及ばないわけです。こういう案で沖縄も折れて、
とりあえずの折り合いは稲嶺県政のときにつきそうになった。ところが、鈴木さんが逮捕された後、
いつの間にか沖合いに出て、2 本滑走路をつくって埋め立てをする。辺野古の海を埋めるというのは、
その後出てきた話なんです。これは率直に言って砂利利権ですよ。だからもう汚くて汚くてしょうが
ない話です。これは日本の特定の政治家の利権構造と結びついているし、土建屋と結びついているわ
け。それに結びついている沖縄の土建屋もあるけどね。しかし、孫請、曾孫請で微々たるものです。
だから、安全保障上の問題とは全然違うわけです。
じゃ普天間の話でどうやるのか。これに関しては、翁長さんは、オスプレイ出ていけと言っている。
でも考えてみてください、台湾海峡有事のために普天間の海兵隊が駐留しているのだったら、何で揚
陸艦が佐世保にあるのですか。台湾海峡有事なんかに備えてないじゃないですか。あるいは普天間に
いるのは 3 カ月だよ。どこで訓練しているの。モンゴルかオーストラリア、砂漠で訓練している。こ
れは台湾海峡でも、朝鮮半島でもないですよ。明らかに中東やアフガニスタンでの展開を想定して訓
練をしているわけですよ。沖縄にいるのは、沖縄でリラックスできるし、思いやり予算でお金が出る
58 「沖縄問題と『複合アイデンティティ』」
からでしょう。ということでは、抑止という観点からして、まず抑止力に海兵隊を使うということも、
これも専門家の議論からすればどういう議論なのという話になってきますから、それを考えた場合に
は、海兵隊は外に出て、それを与件として日本の安全保障体制を保つことができる。
それで抑止力が足りなくなるならば、じゃあ、沖縄で強大な県防衛隊をつくる。そこのところで沖
縄県の枠の中で予算をちゃんとつけてもらって、沖縄県にしか赴任しない。最新の兵器の使い方を教
える。それで台風があったとき、サトウキビの刈り取りを手伝う。こういう沖縄県の自衛官をつくる。
こういうような形で沖縄の保守だったら、この先、提案が出てくるかもしれない。しかし、そのとき
に中央政府はのめますかということです。仮にそのときに 7 万人ぐらいそういう人たちが出てきたら、
それは状況によってはどこに武器が向かってくるかわからない。
非武装中立論の関連でもう一言指摘しておきたい。山川均の中立非武装中立論についてです。社会
党の非武装中立論は山川が中心になってつくられました。『世界』にも論文が出ている。読んでほし
いんです。何で非武装中立を言ったか。武装した自衛隊があると、レーニンは軍隊から革命をやった
でしょう。日本軍が新たにできると、それによってソ連が介入してきて共産革命をやる危険性がある
から、非武装中立じゃないといけないというのが社会党の非武装中立論の原点です。ですから、非武
装中立論についてもずれてきているわけ。沖縄が今のところ、自分たちで自衛隊を増強させろなんて
いうことは絶対に言わないと思っているんだけれども、沖縄の県の中だけで配置するということだっ
たら、住民虐殺とかそういったこととは関係ない、地域振興になるとなった場合に、じゃ東京はそれ
を認められますかということになると思います。
そういうところが沖縄のアイデンティティとか独立の問題と安全保障と密接に絡んでいるんです。
だから、沖縄が日本とやっていけるという信頼関係を維持しないといけないんだけれども、それが今、
すごく危うくなっている。現実的には辺野古を直ちにやめる。直ちにやめられないのだったら、工事
のモラトリアムとして、別途合意するまで当面の間、工事はとめる。それで沖縄側のほうは譲歩する
ものはどうしたかというと、その別途合意するまでの当面の間においては国際展開とかをやらない。
国連演説とか国際化をしない、そこのところで合意をして、モラトリアム期間を合意するまで当面の
間、設けるとか、やる気になれば知恵は出てくるはずなんです。と僕は見ているんですけれどもね。
東郷　男が 3 人続いてしまって、比較的同じような意見で申しわけないのですけれども、木谷先生
から御所の横に米軍基地をつくるか、あるいは私は東京ですけれども、皇居の横に基地をつくるかと
いう問題が出されました。これは米軍基地ではなくて、自衛隊の基地を置くかという問題でもありま
すね。私もあると思います。私は静岡県の川勝平太知事のアドバイザーをしているんですけれども、
富士山が大問題なんですね。世界遺産になった。何でなったか。信仰と美。信仰と美と基地の共存は
一見あり得ないように思われます。では、富士山の横に基地があるではないか、どうするんだ。確か
に問題はあるんですね。けれど、この問題は日本人がみんなで考えて、つまりこの小さな国土の中で
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いろんなことをしなくてはいけないんです。日本人には大切にしなければいけないものがある。一つ
は、日本の自然、その自然の中で育ってきた伝統、これは私の意見では日本の一番いいものです。そ
れをみんなで大事にしなくてはいけない。その大事にしようとした重点地域というか、ある種の地域
に基地はなじまないんですね。しかし他方、今の国際政治の現実、今、佐藤さんも言った、私も全く
そう思うんですけれども、この状況の中で日本が何の武装もしない、自衛隊もない、それから米軍基
地もない。この状況で私は国際的に生き残れると思いません。そうすると、どこかにつくらなくては
いけない。どこにつくるかということはやっぱりみんなで話をして、工場をどこにつくるか、基地を
どこにつくるかということはみんなで考えて、要するにそこでコンセンサスがあるような場所につ
くっていくしかないと思うんですね。それは私たちの責任、日本人の責任だと思うんです。それが大
きなピクチャー。
さて、沖縄との問題においてはずっと出ている沖縄という小さな国土の 0.6％の上に 75％、この圧
倒的な不均衡の問題があるんですね。この不均衡を解消しなくてはいけない。岩本先生初めとしてみ
んなそう思っていると思うんです。それには本土の中にもっと米軍の基地を移すことです。そうする
と、そこでわっといろんな議論が出てきて、それは本当に私も解決の一つの重要な方向だと思うんで
す。辺野古の話というのは、今、佐藤さんが最後に突っ込んで話してくれましたけれども、まさに本
当に土建の利権。ところが、土建の利権となったときに、日本国全部で土建の利権が動いているわけ
です。特にオリンピックを狙って東京の周りは土建の利権ばっかりが動いている。恐ろしい状況があ
るその文脈で考えなくてはいけない部分があると思うんですね。だから、そういう文脈も含めて考え
て、やっぱり減らすべきものは減らすという方向で考え得るかなというのを、今、佐藤さんの話を聞
いていて思いました。
佐藤　とにかくあんまり大きいことじゃなくて、辺野古は緊急の問題だから、とにかくあれだけや
めるというところから話し合っていく。あれを強行するということになったら抑止力だって弱まりま
すよ。沖縄の米軍基地は全て住民の敵意に囲まれる、そんな基地は抑止力を保てない。でも、それは
アメリカは気づき始めているんですよ。本当にやれるのというのは、今、アメリカから来ているメッ
セージですよ。安倍政権はやれると言っているけども。やれませんと言ったら次善策を考えるわけだ
から、全然問題ないんです。特にトランプが大統領になったときにチャンスがあります。トランプは
そんな沖縄がブーブー言っているんだったら要らねえ。トランプは孤立主義だから沖縄から米軍を引
き揚げる可能性があります。もしかしたら平和のためにはトランプ大統領の出現がすごくいいのかも
しれない。プーチンがトランプをほめているのは、米国がトランプが孤立主義になることによって、
ロシアが中東でやりたいようにできる。だからぜひトランプさんになってほしいし、これはなかなか
の人物だとか言って、人の悪口を言うのしか仕事じゃないようなプーチンがほめているということは、
これは相当アメリカの国益にマイナスになる大統領で間違いないです。でも、辺野古の問題はトラン
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プになったら一瞬のうちに解決すると思います。
司会　ありがとうございます。ジョークのようで非常に納得するお話ですね、今のところは。
時間が迫ってきていますので、そして考えて用意していました質問に辺野古のこともあったんです
が、かなりお答えいただいていたと思います。政治的には沖縄問題は結局行き詰まっちゃっているん
でしょうかというご質問をいただいたんですが、これも今のお話の中でかなり解消されていますので、
一番最後の総括のところで、もしよろしければまたお話しいただければと思います。
最後の質問というのは、我々世界問題研にとってみてもすごく実は気になる質問が 1 つありまして、
これは大城先生、そして佐藤先生、ルーツを沖縄に持っていらっしゃる先生方へのご質問になるんで
すが、若泉敬 2 代目所長のことです。沖縄の祖国復帰に若泉先生は尽力されたことになりますし、そ
の経緯は冒頭の挨拶で東郷所長がご説明されたとおりです。この若泉先生の実績に対して、沖縄の
方々はどういうふうな評価をされているのか。いろんな意見はあり得ると思いますけれども、そのあ
たりの感触のことを教えていただければと思います。大城先生からいかがでしょうか。
大城　ありがとうございます。沖縄が戦後日本国から切り離されて米軍占領下にあったときに、沖
縄は独立を選ぶんじゃなくて復帰を選びました。復帰については反復帰も含めてさまざまな意見があ
りました。そのとき独立するチャンスもあったのではないかという意見もあります。ただ、その復帰
前後のリーダーに屋良朝苗という人がいまして、前後 8 年間教育者であり、政治家であり、沖縄の
リーダーでありました。屋良先生は、さまざまな問題はあるけれども、沖縄の側に寄り添って課題を
解決していく。どんな困難なときでも一条の光を忘れずに前進しよう。ウチナーの心を忘れてはいけ
ないということで、私たち県民を叱咤激励しました。民主国家であると思った日本へ復帰していくわ
けですが、そのような思いが裏切られていくということに、ある意味沖縄の人たちの不満とか、ある
いは苦悩とかというのがあるわけです。先ほど若泉先生の話をされましたが、まず目の前の解決でき
ること、屋良先生は沖縄の人たちに寄り添いましたけれども、大和政府の人たちをもある意味人間と
して信頼した。その人間的な関係をも大切にしながら、困難な時代を乗り越えていく。そのことが一
番の根本的なところ、重要なことじゃないかなと思います。人間を信頼し、希望をあきらめない。そ
してできることからやっていく。そういう意味では、先ほど話をした若泉先生にとっても、沖縄の問
題についてはいろいろとさまざまな課題はあるけれども、自分の信念を貫いていった、考えていった
ということで、私にとっては屋良先生も若泉先生も時代の困難さと誠実に向き合った偉大な先輩の 1
人だと思っています。
司会　ありがとうございます。佐藤先生、いかがでしょうか。
佐藤　屋良朝苗知事に関しては、戦前においては大成翼賛会の非常に重要な活動家ですよね。それ
から終始一貫しているのは尊皇家であった。天皇陛下、皇室に対する畏敬の念は非常に強かった。そ
このところというのはやはり若泉さんもわかっていたし、あるいは若泉さんと同じような役割を果た
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した陸軍中野学校の出身の末次一郎さんもわかっていたでしょうね。
若泉さんに関しては、私は若泉さんに関してそんなに一生懸命調べたことはないし、リアルなとこ
ろでの若泉さんというのは自分の中のリアリティとしてわいてこないんだけれども、私が非常に尊敬
する 2 人の人が正反対の評価をしています。若泉さんは非常に重要な人だし、若泉さんは日本人とし
て沖縄のことを一生懸命考えていた人で、命がけで文字どおり命をそこのところで果たしたんだとい
うことで、人間として立派だという認識を持っているのは大田昌秀元知事です。大田昌秀元知事のと
ころにこんな形の復帰になるんじゃなかった、自分は死んでこれをおわびしないといけないという手
紙が来たので、彼は大変なショックを受けて、そんなこと絶対やめてくれと返事をした。結局彼の死
に関しては幾つかの説があるのだけれども、やはりそこのところで命がけで沖縄のことを考えていた
人であるし、捨て身の人であった。ああいう誠実な人の思いというものを軽々に扱ってはいけないと
いうことで、若泉さんの話になると大田さんは熱いんです。だから意外に革新の代表と思われている
あの大田さんは、若泉さん大好きだし、尊敬している。
それに対して若泉さんに対して非常に厳しいのは、私が外交官として私が最も尊敬している 1 人な
んだけれども、今年亡くなった吉野文六大使なんです。あの密約を結んだ当事者ですが、吉野さんは、
若泉さんに関してはものすごくきつくて、あんな者を暗躍させるのがよくなかったのだ。あんな者な
くたって密約はできたし。もっと踏み込んで聞くと、東郷さんのお父さんが悪いと言うんです。ああ
いう密約は東郷さんのお父さんが責任をもって政府の人間として結ぶべき密約だった。民間人で無責
任な、何の責任の取り様もない人に関与させるべきじゃなかった。しかし、後から手記なんか書いて
秘密を暴露した。そんなやつに任せたこと自体が間違いであって、外務省の事なかれ主義でどうも東
郷文彦さんの性格がその辺であらわれたんだということで、吉野さんはすごいシビアなんです。ここ
のところは字で起こすと私と東郷さんの友情にひびが入ると思って、私の『吉野文六伝』には入れな
かったんですけれどもね。
じゃ私自身はどうかというと、ここのところは大田先生、吉野文六さん、私が両方ともとっても尊
敬する中でも、私の心情は大田さんに近い。若泉さんは、やっぱり一生懸命やった人です。それは島
田叡元沖縄県知事の顕彰についてもいろいろ言う人います。島田叡知事というのは元特高警察じゃな
いか。確かにそうです。でも、沖縄住民のためにあの状況で一生懸命やってくれた。泉前知事は本土
に帰っちゃった。あれと比べたら全然違う。それからあと大田中将にしても、いろんな日本人たちが
一生懸命やった。でもそれは私の母親を拾ってくれた前川という石部隊の大尉が戦争が始まる前に腸
チフスで死んじゃうんだ。死ぬ前に母親だけ呼んで言った。俺が死ぬから、この戦争負けるよ。しか
し、これぐらいで、こんな戦争で負けたぐらいで日本は滅びないからな。アメリカは絶対に女子ども
は殺さないから捕虜になれ。そして時間をかけていい男を見つけて子どもをつくれ。それであとは頼
むぞ、俺は死ぬけど。こういうふうに言った日本人がいて、母親の上に被さって弾から防いでくれた
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日本兵がいて、それからあと捕虜になれよ、絶対殺されないから。それで自分は突っ込んでいった、
その切り込み隊の人がいたし、また国際法のことに通暁している東京外事専門学校出身の通訳兵も捕
虜になれと言ってくれたし、そういうような経験というのを母親がして、それが口伝で私に伝えられ
ているから、若泉さんに対しても沖縄の一部の人たちは非常に厳しいけれども、私は厳しい感じにな
らない。だから、沖縄系の人の中でも、人によってこの問題は相当受けとめが違うと思います。それ
はその人の個人史を離れてはあり得ないと思います。
司会　ありがとうございました。大変丁寧なコメントに感謝申し上げます。
それでは、閉演の時刻が迫ってきています。本来であればお一人お一人最後にコメントをいただき
たいと思うところなんですけれども、ちょっと時間の関係で全員ということは難しいかなと思います
ので、引き続き恐縮なんですけれども、全体の総括として佐藤先生から一言、そして東郷所長から一
言という形で締めくくればと思います。3 分、3 分ぐらいの見当でお願いできればと思いますが、い
かがでしょうか。
佐藤　沖縄関係のシンポジウムというのはいろいろやられて、いろんな議論をやるんだけれども、
これほど予測不能なシンポジウムは珍しかったと思います。というのは、沖縄関係のいろんなシンポ
ジウムというのはポジショントークになってしまう。この人はこういうポジションでこういうことを
言うだろう。そうすると、意外と私に関しては安全保障政策上で大変なタカ派なんだという地金の部
分を知って驚いた人もいると思います。また、民族問題としては沖縄ではすごく事態が進捗している
という私の見方に驚いた人もいると思います。こういう場で話せるギリギリのところまで本音で話し
ていくということがアカデミズムの場で議論するときの要諦だと思います。そしてまたそれが若泉先
生の精神である。だからこれは京都産業大学でしかできなかった行事だと思う。ほかの大学ではなか
なか逆にできない。ポジショントークにならないというそこのところを担保できたというところが
きょうの最大の効果だと思います。
それで、それはこの場に来られている皆さんと一緒に議論を形成していくことができたので、主催
者の皆さんとともに来ていただいた皆さんに深く感謝します。どうも本当にありがとうございます。
（拍手）
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閉会の挨拶
世界問題研究所長　東　郷　和　彦
東郷　最後に一言申し上げさせていただきます。
総括の発言に入る前に、父、東郷文彦の名誉のために一言。吉野文六さんが言われたことについて
佐藤さんと話したことはないんですけれども、あのときの状況は、密約をつくる別働隊がいたという
ことを東郷文彦は知っていたと思います。けれども、これは 7 月のシンポジウムで申し上げたように、
知っていた範囲は共同声明第 8 項の交渉に関して。それ以外の裏の密約があったということは、私は
これは本当に知らなかったと思います。若泉敬を使った責任者は佐藤総理です。佐藤総理の周りにそ
れを知っていた人が何人いるか、最終的には僕にはわかりません。しかし、外務省の首脳部が知って
いたということは私はあり得ないと思うし、吉野文六さんも知らなかったと思うんですね。吉野文六
さんがあれは東郷がやるべきだったというのは、本当に私もそう思う。しかも、東郷はその準備をし
ていたわけです。それはこの前のシンポジウムでも、要するにあの密約を外交官で受けられるような
案をポケットに入れて、大臣に渡して満を持していたんですけれども、密約の交渉が動いてしまった
ので、ついにその紙を使う機会が出なかったということです。
いまだに外務省の一部にあの密約に関する怒りというのがあるのは私も聞いています。ほかの方で
言っているのも聞いています。けれど、それを今から言うことは私は益はないと思っているんです。
それはあの密約があってまとまったということによってその後の沖縄というのが生まれ、今の沖縄が
あるわけなので、私は冒頭でも言いましたように、若泉先生があの密約にかけた熱意というか、これ
は本当にすごい、すばらしいと本当に思っているし、その後の彼の身の処し方も大変なものがあった
なということで今朝の発言を申し上げた次第です。
最後に私の挨拶ですけれども、きょう最初のプレゼンからこの瞬間まで、今朝申し上げたように、
もしこのシンポジウムを若泉敬と東郷文彦が聞いていたらどう思ったろうかなと、今の沖縄と日本と
の関係についてどう思ったろうかなと今朝からずっと考えてきました。シンポジウムを準備するに際
して、私はこの問題にあらかじめ答えをつくってシンポに参加することはやめよう。本当にシンポの
話を聞いて、答えを私なりにその場で申し上げようと思っていました。今の私の印象としては、東郷
文彦も若泉敬も「こういう議論をしてよかったな」と思って聞いてくれているんではないかなと思い
ます。
それはなぜかというと、きょうの佐藤先生の議論の持っていき方によって 1 つ共通点が出たと思う
のです。それは今、沖縄で起きているということについて私たちの立場から言うと、等身大で、本当
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に沖縄の立場に立って、それを理解していくということがいかに重要かということですね。その視点
で幾つも具体的な点がありました。例えば大国は小国の動きを理解するのは難しいとか、アイデン
ティティというものが形成過程にあるとか。その全体を通じて、やはりわかり合うために踏み込んで
一緒に考えていこうという姿勢に関しては、この 5 人を含めてここにおられる方みんなが賛成したと
思うので、この点に関して若泉敬も東郷文彦も間違いなくそれは本当に必要だし、いいことだなと思
うと思いました。
他方、今の国際情勢の中で一体沖縄がどうあるべきなのか。これについては若泉敬も国際政治の学
者として、東郷文彦はもちろん言うまでもなく外交官として、日本という国の外交をずっとやってき
た人たちですから、これについて一体沖縄がどういう役割を果たすかということについて何を考える
かということはちょっとよくわからない部分があります。ありますけれども、きょうの全体の議論を
聞いていて、大体みんなが共通に浮かび上がってきた全体像というのは、1 つは、沖縄という 0.6％
しかないところに 75％の米軍の基地が集中している、この事実はおかしい。そのおかしさを改める
には、やはり本土における基地をもっとふやして、沖縄の負担を減らさなくてはいけない。この点に
ついては明示的に議論されていなくても、圧倒的に私たちのコンセンサスだったと思うし、彼ら 2 人
も必ずそういうふうに言うだろうと思うんですね。
更に喫緊の問題として辺野古の問題が出てきてしまっていて、これに対してどうするか、どうした
らいいかということは、先ほどのご質問にもありましたし、私もここに入ってくるときに大体この辺
まではコンセンサスになるかもしれないけれども、しかし、辺野古の問題をどう考えるのだというこ
とについては本当に答えがない状況で入ってきたのです。しかし、最後のディスカッションで、特に
最後の佐藤さんの言われたことの中で、辺野古という問題が形成されてきた一種の特殊な事情、その
事情というものに理解を馳せることができました。そして今の東京の政治の態度について述べられ、
佐藤さんはそれとは違った態度として野中先生、梶山先生、橋本先生の時代の沖縄に対する彼らの態
度を区別して発言されました。この 3 人の政治家の方は私も外務省にいたころに、特に野中先生、橋
本先生には非常にお世話になった。どういう信条で政治をされるかということについてきょうの佐藤
先生の話は非常に示唆的で、やっぱり今の東京のエリートがそういう点を踏まえてさらにこの問題を
やっていけば、そこにかすかな希望があるかなと考えさせられました。今の時点での例えば翁長知事
の態度、自決権はあるけれどもそれは使わないというところに今の沖縄が収斂しているのだというこ
とも非常に希望を残す点だと思いました。具体的にこれからどうなるかわかりませんけれども、この
シンポジウムでそういうところまで議論したことはとてもよかったと思うし、多分私の意見では、ふ
んふんと若泉敬も東郷文彦も聞いているんではないかなと思いました。
どうも皆さん、ありがとうございました。（拍手）
司会　もう時間が過ぎております。最後までお聞きいただきまして、本当にありがとうございます。
65「沖縄問題と『複合アイデンティティ』」
どこにもポジショントークがない、あらかじめの予定調和を決めることはなく真摯に議論をするとい
うことでやってまいりました。これからもこの国とこの国の特に若者のために知恵を出して、汗をか
く研究所として歩んでまいりたいと思っております。
改めまして、きょうの基調講演者、佐藤先生、そしてきょうご登壇いただきました全ての先生方に
対して温かい拍手をお願いいたします。（拍手）
それでは、きょうのシンポジウムを一緒につくっていただきまして、本当にありがとうございまし
た。最後にもう一つの共同作業をお願いしたいと思います。アンケートが中に入っております。でき
ればそのアンケートにご記入いただいて、学生スタッフ等がそれを集めるために待っておりますので、
そこにご投函ください。どうぞご協力よろしくお願いいたします。
それでは、どうぞ足元にお気をつけてお帰りください。ありがとうございました。
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